
現在行っているレジストレーションをもとに研究を継続するとともに、各治療ターゲットへの
探索的研究も並行しておこなっていく。諸外国に比べて大きく後れを取っている頭痛診療の均
てん化と研究・治療法の開発を進めていきます。
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顔写真

世界疾患負担(Global Burden of Disease: GBD)推計では片頭痛は全ての疾患のなかで2位であ
る。しかし、日本では医療者においてすら認識は広まっておらず、医療の根幹である研究・臨
床・教育３つのいずれにおいても十分な活動がなされていない。本邦での頭痛の有病率は約
40％（片頭痛：8.4％）と高いものの、適切な治療を受けているのはそのうちの10%未満と報
告されている。若い働ける世代が会社を休む病気であることから、各企業および国家としての
損失も非常に大きいことが分かっている。
片頭痛は遺伝要因・環境要因によって発作性の疼痛を繰り返す疾患であり、その誘因には睡
眠・食事・ストレス・光・音・天気・食事など多くの要因が関連していることがわかっている。
頭痛の改善には上記いずれもターゲットとなりうるため、薬剤・デバイス・予防療法・環境調
整（家具/照明/めがね/アプリetc）などの開発には大きなアンメットニーズが存在する。
これまで我々は、国際頭痛分類（頭痛の診断基準：ICHD）の改定を提言するなど積極的な活
動を行ってきたが、2022年以降、外来頭痛患者を対象にレジストリーを立ち上げ情報収集を
開始した。

頭痛に悩まされない社会を作ります。


